
令和 7年度 園の自己評価 

パルテイ道教寺 

1、保育理念 

1    子どもの「好き」を見つける 

2 思いやりの心を育てる 

3 「七彩（なないろ）」未来を広げる 

2、保育目標 

1 多彩な活動を通じ、たくさんの興味や関心を持つ 

2 相手の痛みを理解し他者を思いやる心を持つ 

3 様々 な体験を経験することで、彩りある未来を描き出すこどもを育てる 

3、本年度の重点目標 

1 質の高い教育・保育の提供 

2 保育環境の配慮 

3 保護者への情報発信、地域における子育て支援 

4 職員の資質向上 

5 小学校との連携 

4、評価項目の達成及び取組状況 

評価項目 取 組 状 況 

子どもの発達援助 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」を踏まえ、一貫した保育、教育を行う。 

子どもの育ちについて職員間で話し合う機会を持ち、共通の理解を深める。 

健康管理・食事 アレルギー疾患をもつ子どもに対し栄養士、調理師と連携し、個々に合わせた対応を行う。

食べる楽しさや喜びを味わいながら食べ物への興味、関心をもつ。 

保育環境 その時期の子どもの興味や関心に合わせた保育環境を工夫し教材の充実に努める。 

毎月の安全点検と避難訓練を実施して安心で安全な園環境を心がける。 

情報発信 ICTシステムを使って、写真掲載、給食のメニューの配信を行い、園内の様子を発信する。 

地域の子育て支援 給食の内容などを地域の方や、未就園児の保護者に向けた情報発信を行う。 

職員の資質向上 学年ごとのショート会議をとおして、月間指導案や週案の立案を行う。 

キャリアアップ研修に参加する。 

関係機関との連携 近隣の小学校に行き、授業風景を見学した。 

配慮を必要とする子どもへの援助の在り方などについて、市の発達指導員と連携をとる。 

 

5、総合的な評価結果と今後の取り組 

Ｃ  

子どもの主体性を大切にし、一人ひとりの興味や関心を見逃さず、十分に満たしていけるよう、環境構成や子

どもとの関わり方について具体的に考え、保育、教育の充実につとめる。 

月間指導案や週案などについて子どもの姿をしっかり捉え、子どもの成長や興味、関心に基づいて作成し、ミ

ーティングで共有する。 

アプリを利用した保護者への配信システムを活用し、保育の取り組みや子どもの育ちを可視化することで

保護者の理解を深める。 

評価結果の表示方法 

Ａ：十分達成されている Ｂ：達成されている Ｃ：一部検討を要する Ｄ：改善を要する 


